
 

令和３年１２月２０日 

 

文化審議会第 1期文化経済部会（第１回）の開催について 

 

 

 

 

１ 開催日時 

  令和３年１２月２２日（水）１１時００分～１２時００分 

 

２ 開催場所 

  オンライン会議にて開催 

 

３ 議題（予定） 

１． 座長の選任 

 ２． ワーキンググループの設置 

 ３． 文化経済部会における論点について 

 

４ 傍聴・取材 

 ・本会議は，議題１，２を除いて，一般に公開する形で行いますが，新型コロナウイル

ス感染症の拡大防止の観点から，Youtube Live を用いたオンライン会議による開催

とします。 

 ・傍聴の登録受付は，１２月２２日（水）９時まで行いますので，期間内に傍聴登録フ

ォーム（下記ＱＲコードまたは，https://pf.mext.go.jp/admission/form_0001-31-

17.html）にて御登録をお願いします。接続方法等の詳細につきましては，御登録のメ

ールアドレスへ連絡いたします。 

  ・会議資料につきましては，会議開催までに文化庁ホームページに掲載する予定です。 

 

 

 

 

  

標記会議を下記のとおり開催しますので，お知らせいたします。 

＜担当＞ 文化庁 文化経済・国際課 

       関谷，島田，宇井 

電話：03－5253－4111（代表）（内線 4844） 

      03－6734－4844（直通）  

https://pf.mext.go.jp/admission/form_0001-31-17.html
https://pf.mext.go.jp/admission/form_0001-31-17.html


文化経済部会の設置について 

 

令和３年１２月２０日 

文 化 審 議 会 決 定 

 

１ 設置の趣旨 

文化審議会令（平成１２年６月７日政令第２８１号）第６条第１項及び文化審議会運

営規則（平成２３年６月１日文化審議会決定）第４条第１項の規定に基づき，我が国の

文化と経済の好循環に資する事項について調査審議を行うため，文化審議会に，文化経

済部会を設置する。 

 

２ 調査審議事項 

（１）我が国の文化と経済の好循環に資する事項について 

（２）その他 

 

３ 構成（別紙参照） 

文化審議会令第６条第２項の規定に基づき，会長が指名する委員及び臨時委員によ

り構成する。 

 

  



文化審議会 第１期文化経済部会委員名簿 

 

（令和３年１２月２０日現在） 

 

【文化経済部会】 

（委員） 

河
かわ

島
しま

 伸
のぶ

子
こ

 同志社大学教授 

島
しま

谷
たに

 弘
ひろ

幸
ゆき

 独立行政法人国立文化財機構理事長／九州国立博物館長 

 

（臨時委員） 

生駒
い こ ま

 芳子
よ し こ

 ファッション・ジャーナリスト／一般社団法人フュートゥラディションワオ代表理事 

ウスビ・サコ 京都精華大学 学長 

大
おお

舘
だて

 奈
な

津
つ

子
こ

 一色事務所／芸術公社 

大
おお

橋
はし

 弘
ひろし

 東京大学教授 

岡
おか

室
むろ

 美
み

奈
な

子
こ

 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館館長／ 

早稲田大学文学学術院教授 

金
きん

野
の

 幸
ゆき

雄
お

 一般社団法人創造遺産機構（HERITA）理事 

黒澤
くろさわ

 浩美
ひ ろ み

 ⾦沢 21世紀美術館学芸部⻑／チーフ・キュレーター 

小池
こ い け

 藍
あい

 GO FUND, LLP 代表パートナー／京都芸術大学専任講師 

後藤
ご と う

 治
おさむ

 学校法人 工学院大学 理事長 

佐伯
さ い き

 知
とも

紀
のり

 青山学院大学（総合文化政策学部）非常勤講師／ 

上智大学（文学部）非常勤講師／ 

NPO法人映像産業振興機構（VIPO）顧問 

森
もり

信
のぶ

 茂
しげ

樹
き

 東京財団政策研究所研究主幹／ 

財務省財務総合政策研究所特別研究官 

山口
やまぐち

 栄一
えいいち

 一般社団法人 アートパワーズジャパン 代表理事 

山田
や ま だ

 理絵
り え

 ハイエンド・ブランディング・プロデューサー 

吉
よし

見
み

 俊
しゅん

哉
や

 東京大学教授 

   

 



文化経済部会の構造

文化審議会

文化経済部会

我が国文化芸術の国際的な評価、関心を高める方策や展開の検討

基盤・制度ワーキンググループ

グローバル展開ワーキンググループ

アート振興ワーキンググループ

我が国文化芸術の持続的な発展、文化芸術組織の自律的な運営の検討

例：アート、舞台芸術、活字・映像・音楽等

我が国アートの国際的な評価、市場活性化、国民資産の有効活用等の検討

例：アート支援組織のあり方、ナショナル・コレクションの形成等

我が国文化芸術振興の基盤となる制度の検討

例：美術品の公的な鑑定評価制度、 文化芸術税制・規制緩和等

例：国際発信強化、グローバルな人材育成、グローバルな活動環境整備等



文化審議会文化経済部会設置趣旨 

 

１ 趣旨 

 平成 29（2017）年に策定された文化経済戦略において示された「文化と経

済の好循環」の方針も踏まえ，これまで，特に現代アートの分野において，

「アート市場活性化」に向けた取組を継続的に実施するとともに，アートプ

ラットフォーム事業等を通したグルーバルな発信基盤の整備を進めてきた。

結果，一定の成果が生まれるとともに，今後，具体的に実施すべき事項も明

確になりつつある。 

一例を挙げれば，令和 3（2021）年 2～3月にかけて文化政策部会の下で「ア

ート市場活性化ワーキンググループ（座長：日比野克彦東京藝術大学教授）」

が報告書（「アート市場活性化を通じた文化と経済の好循環による『文化芸術

立国』の実現に向けて」）を取りまとめ，アート市場を含めたアートの振興に

はアートの「本質的（美術的・学術的）価値」「社会的価値」「経済的価値」を

バランスよく高めることが重要であり，かつ，我が国がアートの国際的な拠

点として成長していくことが不可欠であることを打ち出している。 

 

 今後，このような現代アート分野の取組をさらに強力に推進するとともに，

「文化と経済の好循環」に向けた取組を他の文化芸術分野にも広げ，具体的

に推進していくため，今般，文化審議会に文化経済部会を設置し，恒常的に

議論・検討を行うこととする。 

 なお，文化経済部会設置後，アートの振興については，本部会のワーキン

ググループとして設置するアート振興ワーキンググループにおいてさらなる

検討・議論を行うこととする。また，公的鑑定評価制度や関連を含め，文化芸

術に係る基盤・制度の検討については，専門性の高さから、別途，基盤・制度

ワーキンググループを設置し，現代アート分野に限らず，必要な検討を進め

る形とする。加えて，マーケティングやプロモーション的な視点等を複合的

に踏まえた国際展開について，別途，グローバル展開ワーキンググループを

設置し，必要な検討を進めることとする。 

 

 

２ 審議事項 

文化経済戦略において示された「文化と経済の好循環」を実現するべく，我

が国の文化芸術が持続的に発展するための方策，及び文化芸術組織が自律的

に運営できるようになるための方策等について議論・検討する。 

 



 

３ ワーキンググループの設置 

 より詳細な議論が必要な課題については、下記の通り、別途ワーキンググ

ループを設置して審議・検討する。 

 

（１） アート振興ワーキンググループ 

我が国アート及びアート市場の国際的な評価を高め，我が国における

アートの持続的な発展を支える仕組みの構築や，アート作品の資産とし

ての認識の浸透及びそれらの有効活用等のために必要な政策的措置の在

り方について検討する。 

 

（２） 基盤・制度ワーキンググループ 

 税制上の問題を含め，文化芸術の振興にかかる基盤・制度等について議

論・検討する。また，公的な鑑定評価制度についても，制度のあり方や，

導入方法，推進方法等を議論・検討する。 

 

（３） グローバル展開ワーキンググループ 

 我が国文化芸術のグローバル展開に関する基本的な考え方や人材育成， 

体制強化，環境整備等，発信力強化に向けた具体的な取組について議論・

検討する。 

 

 

４ 委員の選定 

 別紙のとおり 

 

 

５ 設置期間 

令和 3年 12月 20日～令和 4年 3月 31日 

※次年度以降も，必要に応じてメンバーを見直しつつ，継続予定 

 

 

６ その他 

  本部会にかかる庶務は文化経済・国際課にて処理する。 

 なお，グローバル展開ワーキンググループに関する庶務については，企画調

整課，文化経済・国際課及び参事官（芸術文化担当）の協力を得て，政策課に

て処理する。 


